
 

戦略研究基盤整備委員会（仮称）について〔報告〕 
 
 

１．背景 

○ 戦略研究は、国民的ニーズが高く、確実に解決を図ることが求められている 

研究課題について、その予防・治療介入及び診療の質改善介入等、国民の健康 

政策に関連するエビデンスを生み出すために実施される大型の臨床介入研究で 

あり、我が国初の先駆的試みである。 

○ 戦略研究課題の骨子（プロトコール）の作成に当たっては、当該領域の専門 

家等へのヒアリングや厚生労働行政の政策目標を踏まえた大局的な観点からの

適切な助言が必要である。 

○ 平成１７年度に戦略研究が開始されて以降、毎年２課題ずつ増加しており、

確実に成果を得るためには、定期的な研究実施体制のモニタリングや研究実施 

者への支援も不可欠となっている。 

○ このため、第２３回科学技術部会で提示された戦略研究プラットホーム策定 

委員会を、これまでの特別研究事業ではなく、恒常的な戦略研究基盤整備委員 

会（仮称）として位置づけ、本格実施することとする。 
 
 

２．戦略研究基盤整備委員会（仮称）の設置 

 ○ 平成１９年度より戦略研究基盤整備委員会（仮称）を設置する。 

 ○ 委員会の役割・機能は以下のとおり。 

戦略研究基盤整備委員会(仮称）の役割・機能

事後評価結果を科学
技術部会へ報告する。

終了した戦略研究について、事後評価を実施す
る。

事後評価

中間評価結果を科学
技術部会へ報告する。

開始後３年目に当たる戦略研究について、中間
評価を実施する。

中間評価

定期的なモニタリン
グ調査を実施し、科
学技術部会へ報告す
る。

各戦略研究課題について、定期的な進捗管理に
係るモニタリング及び必要な支援を実施する。
（初年度は５回程度、次年度以降３回程度）

モニタリング機能

科学技術部会へ報告
する。

科学技術部会で承認された研究課題について、
当該領域の専門家等のヒアリングを踏まえ、
政策目標に照らしてプロトコールを作成する。

プロトコール作成

科学技術部会へ提案
する。

科学技術調整官会議等からの戦略研究課題の
提案を審議し、採択課題案の絞り込みを行う。

戦略研究課題
の提案

備 考役 割 ・ 機 能
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平成１９年度以降の戦略研究基盤整備委員会の業務
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平成１９年度戦略研究の組織体制
【厚生科学審議会科学技術部会】 【総合科学技術会議】【厚生労働省】

【倫理委員会】

戦略研究基盤整備委員会
（戦略研究プラットホーム策定委員会）

研究ﾘｰﾀﾞｰ
【研究２】

研究ﾘｰﾀﾞｰ
【研究１】

【戦略研究推進室】
研究者・事務職員

【進捗管理委員会】
学術委員、行政委員

【運営委員会】
学術委員、行政委員

公募
研究ﾘｰﾀﾞｰ
【研究３】

データマネジメントセンター

【評価委員会】
専門委員、行政委員

研究実施団体
（財団）

戦略研究リーダー選考分科会
専門委員、行政委員
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（案） 


